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研究紹介：蛋白質構造は常に構造的に揺らいでいる（左図：酸化型シトクロム cに

おける「構造揺らぎ」の大きな部位）ことから、細胞内での蛋白質機能を解明する

には、蛋白質が細胞場でどのような「構造的揺らぎ」を示すのか、明らかにする必

要がある。しかし「構造的揺らぎ」は過渡的な構造変化であり、その詳細を追跡す

ることは容易ではない。我々は種々の分光学的手法に圧力効果（右図：耐圧セルと

加圧装置）を組合わせることで、蛋白質構造における「構造的揺らぎ」の定量的解

析とその機能的意義の解明に取り組んできた。このような手法を、細胞場条件下で

も適用し、細胞内における蛋白質の「構造的揺らぎ」の解析手法の確立とその応用

を試みる。 
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